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になる娘と三人でベトナム・ホーチミン市に赴任して以来、お手伝いさんを雇用している。彼女の名前はティンさんという（以下、こちらでの呼び方にあわせて、コーティンと記述する） 。住み込みではないとはいえ、毎日四時間近くを我が家過ごす彼女との関係は 日が経つにつれて親密になり、いまや筆者の海外派遣生活を語る上で欠かすことのできない存在 っている。 この一年半、コーティンは筆者一家のお手伝い である以に、ホーチミン生活の先生であり、ベトナム語の先生であり、また、ホーチミン滞在中「妻 働き、夫が家を支える」 いう日本では一般的とは えない家族のあり方を選択した筆者一家 一番の理解者でもあった。以下では コーティンを通じて見た南部ベトナム人の魅力を、エピソードを交えて描いてみたい。一般に、南部ベトナム人は（北部ベトナム人に比して）大らかで裏がなく、新しいものに対し より柔軟だといわれる。その点コーティンは典型的 南部ベトナム人といえる。????????????　
南部ベトナム人の最大の魅力は、なんといって
も細かいことを気にしない大らかさだと思う 大
らかさに関するエピソードは、いくら挙げてもきりがない。まず、よく言われることだが、とにかく時間を気にしない。コーティン 我が家に来始めた最初の数日こそ時間通りにやってきた 、その後は、実に適当な出退勤シフトを独自に採用している。遅刻一時間は「問題なし」 、遅刻二時間で「あ、ちょっと遅れちゃった」などとつぶやいたが早いか、大きな声で歌など歌いながら掃除を始めたりする だから、 んとものんびりしたものである。一方で 娘が病気にでも れば、二時間でも三時 も、時間を構わず家事・看病の手伝いをしてくれたりもす 遅刻常習犯 捨てたものではない。　
病気に関しても、細かい原因を追及するような
ことはしない。 筆者は赴任して半年 い 「何らかの」アレルギーに罹ったのだが 結局その原因がなんだっ のかわからず仕舞いであ 。というのも、コーティンをはじめとして、語学学校の先生、研究所の同僚、また現地病院の医者までもが「気候変化の」アレルギーと う表現をするのだ。日本人的に考えれば、気候変化の結果、生じた何か（例えば花粉）が の原因だろうと思うのだが、いくら聞き回っても「気候変化が原因」 という回答しか得 れなか た。その後も、風邪を引いても、おなかを壊しても、ちょっ 目まいがする時も、 「それは気候変化のせいね！」 と、体調不良は何でも「気候変化」で片付けられ しまう。要は、 細か 原因を追及する暇があったら、ベトナム人と同じように昼寝でもして、しっ り休息を取ればい のだ。 まや我 家でも「気候変化」は魔法の言葉と位置づけられ 体調不良のたびに常用されている。??????????????????　
南部ベトナム人の第二の魅力は、素直さだと思
う。多少の個人差はあるだろ が、たいていの人
は様々な事柄に対してあまり含みを持った言い方をしない。たとえば、コーティンはよく筆者家族にプレゼントを買ってきてくれるのだが、 その際、値札を外すと うこ はしない。値札がついていないものであっても口頭で値段を伝えてくる。最初は抵抗があったが、慣れてしまえば、逆にこちらから贈り物をする際の相場がわかるので、大変ありがたい話である。　
同様の経験は、農村調査の際にもあった。調査
に同行してくれた南部ベトナム人研究者が、謝礼を払うべき相手の目の前でお金を包んだり、事前に用意してあった封筒を渡す際に中の金額 わざわざ告げたりするのだ。北部の人と調査に行く際には、陰でこっそり相場金額 包む が大概であり、相場がわからず悩むということもしょ ちゅうだったので、南部ならではのこの作法は筆者の目にはかなり新鮮に映った。　
子供に対する愛情表現も超直球だ。ベトナム人








も持ち合わせている。コーティンに家事をお願いするなかで一番困った交渉事が化学調味料の使用についてである。東南アジア全般に化学調味料が多量に使われているという話を聞く 、ベトナムも例外ではない。スーパーに行けば「味の素」 「クノール」 などの大袋がでんと陳列されている。 コーティンが最初 我が家にやってきたとき、そうした粉はないのかと聞かれたの 、 「子供が小さいので化学調味料は使わない。 」と言ったのだ 、自信満々に「クノールは大丈夫。 」と返されてしまった。コー 理論によると、味の素は化学調味料だが、クノールはそう ということであった。　
一方、驚いたことに、そうした頑なな自説は、






で、 経済的には決して豊かと いえない生活。 コーティンは、故郷のメコンデルタ・ソクチャン省から、一八歳の きに母親とともにホーチミンに出てきて以降、炉端で料理を売ったり、果物を売ったり、ときには宝くじを売ったりして生計を立ててきた。幼い頃のソクチャン省での生活も楽なものではなく コーティン 兄妹九人のうち、五人はカンボジアに移り住んでしまったそ だ（メコンデルタは多民族社会であることが知られているが、なかでもソクチャン省はクメール族が多い地域である。コーティンの祖父母もクメール人と中国人である） 。コーティンを見てい と、その明るさ・柔軟さは強さに裏付けられ いるのだ いうことをしばしば感じる。コーティ 自身、 「幼い頃の貧しく厳しかった田舎 の生活 思えば、何だって耐えられるわ。 」と笑いなが 話すことがある。こ 一年半、家に 二人の息子が居るにもかかわらず、 旦那は仕事もせずに遊び歩き、ティンに金をせがみに来るばかりという始末で、旦那が暴れた次の日には、我が家で仕事をしながらオイオイと泣いたりすることもあった。それでも翌日には朗ら なコーティンに戻っていた 農村研究者などと言いつつ田んぼのヒルさえ見 ことのない筆者 、掃除の手 「完全 」休め、ケラケラ笑いながらヒルに まれ 際の状況 事細かに教示してくれるコーティン。海外派遣生活を通じて、こんな愉快で素敵な南部ベトナム人女性に出会えたこ は、筆者にとって一生 宝だと思っている。
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